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ABSTRACT 　The 　 wood 　 mouse
，

ノ1♪odemus 　 argenteus ，　 is　 distributed、、
・idely　 in　 Japan．　 The

author 　studied 　the 　 seasonal 　 variation 　in　heart　 welghts 　 of 　 woDd 　mice 　in　central 　 Honshu
，

Japan．　 A 　 total　 of　 664　 wood 　 mice 、、
・
ere 　 collected 　 with 　 snap 　 traps　 in　 the 　 period　 from

November ，1968　 to　October，1974．　 The 　hearts　 were 　removed 　and 　 carefully 　separated 　into　two
parts　 of 　 right 　 and 　 Ieft、

．
entricular 　 walLs ，　 the 　later　including 　interventricular　sepmm ．　 Then

，

they 　 were 　 dried　 and 　 weighed ，　 By 　 applying 　 the 　 allometric 　 equarion 　 Y ＝ BXa 　or　 logY ・＝

log　B 十 α
．10g　X ，　 the 　 author 　 analyzed 　ailometric 　 growth 　of 　 the 　total 　 ventricular 　weight

（TVW ），　left　 ventricular 　 weight （LVW ） and 　 right 　 ventricu13r 　 weight （RVW ） against 　 the

body 　 weight ．　 AIld　 then ，
　 each 　 ventricular 　 weight 　 a し 15gbody 　 welght 　 was 　 calculated 　from

these 　 allometric 　 equations 　 for　 studying 　the 　 seasonal 　 variation ，　 Seasonal 　 variation 　of 　 the

ratio 　of　the 　 right 　 ventricular 　weight 　to　the　 total　 one （RVW ／TVW ） was 　 also 　 calculated ．

The 　 results 　 are 　 shown 　in　 Fig．1〜3　 and 　Table 　 L

　　 As 　 shown 　 here
，
　 TVW

，
　 LVW

，
　RVW 　 and 　 RVWITVW 　 of 　 the 　 wood 　 mice 　 collected 　 in　late

autumn 　 and 　 winter 　were 　significant ］y　larger　than 　those 　co 且1已 cted 　in　summer ．　 These 　tendencies

were 　 observed 　 from 　 all 　the 　 collected 　 regions ．　 These 　 seasona 】changes 　 are 　 considerd 　 to　 be
an 　 aspect 　 of 　metabolic 　 acclimation 　to 　seasonal 　temperature 　changes ，

　especially 　to 　decreasing

t2mperatures 　 in　 late　 autumn 　and 　 winter ．　（Zool、　 Mag 、85tt　 118 −125 ，1975 ）

　野 生 の 小哺乳類 を 対象に ，生息環境の ち が い に よ

る 心 臓 へ の 影 響に つ い て 研 究 を進 め て き た が ，な か

で も生 息 地 の 漂 高 と心 臓 の 大 き さ との 関 孫 に お い て

は ，よ り高所 に 生 息 し て い る もの 程 心 室重量は 大 き

く，しか も右 心室肥 大 を 示 し て い る こ とが 明 ら か と

な っ た。こ の こ とは 過去 の 匕 トお よび 数種 の 家畜な

どに お け るい くつ か の 報告 と も一致 し ， ほ ぼ 定説と

見倣す こ とが で きる。一
方 ， 心臓重量 の 季節変動に

関 し て は 野生 ヒ メ ネズ ミ に つ い て 富 士 山お よ び 長野

県扉峠 で の 調査結果 が あ る が，い ずれ も夏季 の もの

よ り冬季の も の の 方 が 心肥大 で あ り，し か も右心室

肥 大 で ある （酒井，1972 ；酒井，1976）。 　し か し ，

こ の よ うな野生哺乳動物 の 心臓重量 の 季節変動に 関

し て は ， そ の 他の 報告が な く，よ り多角的に 検討す

る 必 要があ る 。 そ こ で 今回 は 最近 4年間 に 中 部 山

岳地帯 を中心 に 捕 獲 し た ヒ メ ネ ス
．
ミ （APodemus118

argentetts ）に つ い て ，総 合 的 に 心室重量の 季節変

動 を 検討 し た の で 報 告す る。

材料 お よ び方法

　 1968年 11月か ら 1974年 10月 ま で の 4 年間 に 本 州 中

部山岳地帯 を 中心に 野生小哺類 の 捕 獲 調 査 を行 っ

た 。 こ の 期間中に ヒ メ ネ ズ ミ の 捕獲は ，地域別，時

期別に 延 べ 105 回に お よび 総数 1162頭 を 得 る こ とが

で きた 。 こ こ で は こ れ らの 中か ら心 室重量 の 季節変

動 を検討す る た め に ，同
一

地域 で しか も季節的に 2

回以上 の 捕獲を 行 っ て い る と こ ろ に つ い て 比較検討

し た ，，調査地 域 は 表 1に も示 す よ うに ，笹平 （密抜

850〜950m ）5 回．扉峠 （海抜 1， 00m ） 10回 ，富

士 山 （海抜 1，00Dm ）3 回 ，菅平高原 （海抜 1，300

m ）2 回，上高地 （海抜 1
，
500m ）3 回 ，乗鞍高原

（海抜 1
，
500m ）3 回，乗鞍高原 （海抜 1，6CIO　m ）4
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回 お よ び富 ± 山 （海抜 2
，
500m ） 5 回 の 合計 8 地 域 ，

総数 664 頭 に つ い て で あ る。

　捕獲され た ヒ メ ネ ズ ミは 体重 を 測定後直ち に 心 臓

を 摘出 し， リ ン ガ
ー液 で 心 室 内 の 血 液を洗 い 流 し

た。こ の 心室部分 に つ い て は 従来 の 方法 （酒井 ・本

山，1968） に 従 い ，眼 科 用 の 小 さ い ハサ ミを 用 い て

左 心 室 と心 室 中 隔 を 1 単 位 と し，そ れ と右心 室遊離

壁 と に 分離 した。分離後標 本 は 10％ フ ォ
ル マ リ ン 液

で 2〜3 日間 固定 し，そ の 後孵卵器 に 入 れ 80°C ，24

時間以 ヒの 乾燥標本に し て各心 室重量 を 測定 し た 。

得られ た 測定値 は 相対成長 の 立場 か ら次 の 推計学的

処 理 の も とに 季節変動 の 検討に 供 し た 。 すなわ ち，

毎 回 捕獲 され た 個 々 の 標本 に つ い て ， 体重 （X ）に 対

す る 各心室重量 （y）の 同 帰式，y＝b　 xa を 求め ，か

つ こ の 回 帰式か ら体重 15g 時 （ヒ メ ネ ズ ミ の 成体

重量） に お け る 各心室重量 お よび その 母 集団 平 均 の

信頼限界 （危険率 5％） を 算出 し 比較 し た 。 し た が

っ て こ こ で は 地域別ならび に 季節別 に 同体重 （15g ）

の もの の 各心室重量を比較 して い る こ とに な る 。 ま

た 右心 室 の 重 量 比 （右心室重量〆全心室重量） に つ

い て は 体重 139 以上 の 個体に つ い て 集計 し比較 し

た 。な お 季節変動を検討す る際 に は 雌雄間 の 差は 極

わず か で あ るた め こ こ で は 雌雄
一

括 し て 扱 っ た。

結 果

　1）　全心 室重量

　笹 平，扉峠 ，富士 山，菅平高 原，上高地 ，お よ び

乗鞍高原 の 各 地 域 で 捕獲さ れ た ヒ メ ネ ズ ミ の 体重

15g 時 の 全 心室重量 に つ い て ，鑢獲時期 の 違 い に

よ る差 を 検討す る と 表 1 の 如 くな る。ま た 横軸 に 捕

獲時期，縦 軸 に そ の 全 心 室重 量 を プ ロ ッ トす る と図

1の 如 くな る。図 1か ら も 明 らか な よ うに ．全 心 室

重量は 捕獲地 の 海抜高度な ど の 違 い に よ り地 域 の 差

は あ るに せ よ，季 節変動に 関 し て は 各地 域共通 して

冬に 高い 値を示 し，そ の 値が 夏に 向 っ て 減少 して 7

・8月 に 最 低 値を示 し て い る。そ して こ の 値は 晩秋

か ら冬 に 向 っ て 再 び 大 ぎくな っ て い る。す な わ ち ，

全 心 室重量 は 季節的外気温 の 変動 とは 全 く対照的 に

冬か ら夏 に 向 っ て 減少 し，再 び晩秋か ら冬 に 向 っ て

増加 して い る。試 み に 扉 峠 で の 結 果 に つ い て み れ

ば ，12月 13日に 全 心 室重 量 は 26．5mg で あ っ た の

が 夏に 向 っ て 漸減 し，7 月25 日で は ig．1mg と最

低値を示 し，以 後増 加 し le月30日に は 26．2mg と

な っ て い る。冬 と 夏 との 問に は 実質 6mg 以上 の 差

が あ り，冬 も の は 夏 の もの に 対 し て 30％以上 の ffE大

を 示 し て い る 。 そ して こ の 差 は 推計学的 に も有意 で
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Fig ．1．　Seasonal　 changes 養n 　total 　ventricula

　 weights 　 of 　 wood 　mice ，ノlpodemus　argenteus ，

　 seasonally 　collected 　in　the 　foHowlng 　 regions ，

　 1 ： Sasadaira（8ヨO〜950　m 　 alt ．）． 皿 τ Tobira

　 Pas5 （LOOO　m 　 alt ．）． 皿 ： M し Fuji （1，
000　m

　 a ！t．）． W ： Sugadaira　 Heights （1，300　m 　alt ．）．

　V ： Kamikechi （1，
500　m 　 alt ，）．　 VI　： Norikura

　 Helghts（1，500　m 　alt．）．町 ： Nor ：kura 　Heights

　（1，
600malt ．）．珊 ： Mt ．　Fuji（2，50Dmalt ．）、

　 Horizontal 　 bars 　 represent 　95％　confidential

　 Iimits　 of 　 the 　 popu ｝ation 　 means ．

あ る。同様 な 傾向は 他 の 7 地域 に つ い て も共通 し て

言 え る。

　2）　左心 室重量 お よび 右心室重量

　全心 室 を 左心室 （中隔 を 含む） お よび 右心室 と に

分離 し，各心室重量に つ い て 季節変動を検討す る と

表 1 お よ び 図 2 の ご と くな る。図 2 か ら も明 らか な

よ うに ，左心 室重 量 お よ び 右心室重 量 は 両形質 と も

全心室重量 の 場 合 と 同様な季節変動 を 示 して い る 。

す な わ ち，両形質 と も冬 の 高 い 値 は 夏に 向 っ て 減少

し，7 ・8 月 に 最低値を示 し，以 後 晩 秋 か ら冬 に 向

っ て 再 び 増加 L て い る 。
こ の こ と は 全心 室重量 に み

られ た 季節変動 が 両心室重量 の 共通 し た 平行的増減
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Tabtel.  Seasonal
wood  mice,

weight.  n:

              th =-

 changes  in weights

APodemus  argenteus,

No. of  individuals x:

y# u  ce

of  the total ventricle,  the lett ventricu]e  and

seasenally  co]lected  from  different region$.

 mean  values  A  : 95%  confidential  limits of

theThethe

Regions Date n

TVVVk(mg)A

(I)Sasadaira
  (85D--･950 m  altJ

MavJu]yJulySept.Nov,51312326(1972)(")(fi)(m)(")163611171222,62e.719,

 O24.
 925,3

(21. 2-24,  2)

(20, 2-21. 2)

(17.8-20.4)
(24,O-25.8)
(23, 7-26,  9)

(I)

'

Tobira Pass

  (1000m a]t,)

.,  // ,ttStl,lt.

Dec.Jan.Feb.Apr.JuneJulyAug.Sept,Oct.Nov.131425161125ll293024(1972)(1973)(

 "  )(")(nt)(")(

 n  >(n)(

 ff )(
 tt)

105621148l879IO26, 524.124.-'il.22i621:

 819,121.024.026.

 225.4

(24.2-29, 1)

(20.0--29.2)
(22, 6-25,  7)

(21. 8-23,  6)

(20. 5-23,  2)

(18.4-19.9)
(19. 8-22. 3)

(22.4-25.6)
(24. 4-28.  1)

(23. 8-27.  0)

(m)Mt.  Fuji

  (1000 m  alt,)

JulyOct.Nov.227

13

(1969)(l970)(1968)261231 18. 723.
 225.5

(IV)Sugadaira Heights

  (1300 m  alt,)

(18. 1-19.  3)

(22. 1-24,  3)

(24, 6-26,  4)

Mar.May

 26
(1973)(o) 1217 29. 624.2 (28. 3-31.  0)

<23. 1-25.  5)

(ivT)Kamikochi
  (1500m alt,)

JuneAug.Oct.1230 (1972)(n)(1974)100

 52
 13

25.522.328.2(24.8-26.3)
(21.6-23.1)
(24. 6-32,  2)

(vr)Norikura Heights

  (1500 m  alt.)

JuneOct.Nov.172515 (1972)<
 n  )(
 m  )

16i28 22, 719.

 027.

 9

<21.5-24.1)
(27, 1-31. 1)

(24, 8-31,  4)

(IU)Noriktara Heights

  (1600m alt.)

Dec.Aug.ect.Nov.18222515

JulyAug,Sept.Oct.Nov.

(1972)(1973)(1972)(")

(IM) Mt.  Fuji(2500m
 alt.)

291627

2163231

le5321414

32, O24.332.231.

 9

(29. 2-35.  1)

(22. 2-26.  7)

(30. 5-33, 9)

(29, 7-  34. 2)

<1969)(1974)(1972)<1970)(1968)22. 322,
 625,

 226.
 228.

 2

(20, 6-24.  2)

(20. I-25,  4)

(24.0-26,4)
(25. 1-27,  3)

(26, 6-29. S)
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population 　means ．
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the　ratio 　of 　the 　right 　ventricular 　weight 　to　the　total　one 　in

dry　weights 　whieh 　 were 　 calculfited 　 for　 an 　aduit 　 of 　15g 　body
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XLVW

（mg ）

　　△
一
XRVW

（mg ）

△ n

RVWTVW

文 △

17．015
，414

．3i8

，718
．8

（15．4− 18．8）

（15．0− 15．8）

（13．4−−15．’t）

（18，0
− 19▽4）

（17．6− 20．2）

6．075

．324

．706

．206

．39

（5．74− 6．42）

（5．08− 5．39）

（4．33− 5．11）

（5，94− 6・4S）

（5．78− 7。06）

厂
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ワ
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D．2610

．253Q

．2460
．2480

．258

（0．252− 0．270）

（0．248− O．258）

（○．237− O．255）

（O．242− 0．254）

（0．239− 0．277）

19．317

．517

．416
．816

．314

．415

．817
，919

．218
．6

（17．8
− 20．9）

（14．7− 21．D）

（ユ6．3− 18．6）

（16．1− 17響5）

（15，2− 17←4）
（13．7− 15．2）

（14．8− 16．9）

（16『6− 19．3）
（17．6− 20．9）

（17，4− 19．8）

7．186

．606

．675

．825
．544

，735

．226

．e36

．936
．79

14．317

．418

．8

（6．19− 8．33）

（5．23− 8．32）

（5．95− 7，48）

（5．58− 6．07）

（5．21− 5．89）

（4．49
− 4．98）

（4．91− 5．55）
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〔6．28− 7．66）
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0．2710

．2690
．2750

．2560

．2510
．2460

．2410
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〔〉．2650

．267

（0．252− 0，291）
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　 　 　 　 　 MONTH 　 AND 　 SEASON

Fig．2．　Seas 〔》na 】 changes 　in　lefし　ventricular

　 weights 　 and 　right 　 ventricular 　 weights 　 of

　wood 　mice
，　 APodemus 　argenteus ，　 seasonally

　 col ］ected 　from　diifferent　regions ．　The 　Roman
　丘9 ロ res 　 and 　horizolltal　bars　are 　the 　same

　 as 　in　 Fig ．1．

の 結果 で あ る こ と を 意味 し て い る。試み に 扉峠 で の

結果 に つ い て み れ ば，12月 13日左心室重 量 お よび右
心 室重量が そ れ ぞれ 19．3mg

，
7．1mg で あ っ た の

が ，夏に 向 っ て 漸減し，7 月25日に は そ れ ぞれ 14．4
mg

，
4．7mg と最低 値を示 し，以後増加 しIO月30 日

に は それぞれ 19・2mg ，6．9mg とな っ て い る。冬

と 夏 と の 問に は 左心 室重量 で 実質約 5mg ，右心 室

重 量で 実質 2mg 以上 の 差が あ り，い ずれ も推 計学

的 に 有意差 を示 し て い る。同 様 な 傾向は 他 の 7 地 域

に つ い て も共通 して 言 え る。

　3） 右 心 室 の 重 量 比

　右 心 室 の 重量比 に つ い て ，その 季節的変動 を検討

す る と表 1 お よ び 図 3 の ご と くな る 。 図 3 か ら も明

らか な よ うに ，こ の 重量 比 は 冬に 大 きく，夏に 向 っ

て 漸減し，7 ・8 月を 最低 に 以 後 晩 秋か ら冬に 向 っ

て増加 して い る ． こ の こ とは 夏の もの よ り 晩秋か ら

冬の もの で ，よ り右心室肥大 で ある こ と を意味 して

い る．左 ・右 の 各心 室重量の 季 節変動は 記述 し た こ

←
＝
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剛

〈
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国

〉
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』
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←
＼

」
「

工
O【
畄）

　 　 　 　 　 　 MONTH 　 AND 　 SEASON
Fig．3．　Seasonal 　changes 　in　the 　ratio 　of 　the

　 right 　 ventricular 　weight 　to　Lhe 　total　 one 　in

　wood 　mice
，　 Apodemus 　 argenteus

，
　 seasona ］ly

　collected 　fronl　different　regions ，　 The 　Roman
　丘9ures 　and 　horizontal　bars　are 　the　same

　 as 　 in　Fig ．1．

と く，両心室重量 と もに 夏に 小 さく冬 に 大き くな っ

て い るに もか か わ らず，右心 室の 重量比 に つ い て も

同様 な変動が 認 め られ る。こ の こ とは 左 ・右両心室

の 季節変動の な か で も，特に 右心 室重量 の 変動 の 方

が 著 しい こ とを意味 して い る。試み に 扉峠 の もの に

つ い て み る と，左 心室重量 は 夏 の もの に 対 し て 冬 の

もの が約3e％ の 増 大 を示 し て い る の に ，右 心 室重量

で は 約40％ の 増 大 て あ る。そ の た め に 右心室 の 重量

比 は 夏 と冬 で そ れ ぞ れ O．246，0．270と な り，冬の も

の で よ り右心 室肥 大 を示す結果 と な っ て い る 。 こ の

差 は 推計学 的 に も有意 で あ り，ま た 同 様 な 傾向は 他

の 7 地域 に つ い て もほ ぼ 共 通 し て 認 め られ る 。
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考 察

　野生 動物 に 与え る 外的環境要因 と し て は 光。温

度，栄養 な どさ ま ざま な要因 が 考 え られ るが，なか

で も外気撮 の 変動は 著 し く，よ り強 く生 命活動 に 影

響す る も の と考 え られ る 。 実際 に 松本 測候所の 資料

を も とに 松本 の 月平均気温をみ る と，1月の 一L2 °C

か ら 8 月 の 24．1℃ ま で ， 実 に 25 ℃ 以 上 の 変動を

示 して い る。こ こ で 扱 っ た 問題 も海抜高度 は一
定 の

場所 で ，そ の 心室 の 大 ぎさの 季節変動 を検討 して い

るの で あ るか ら，と り もな お さず心臓 の 大 きさ と環

境気 温 の 颶 係 を 検討 し て い る と 言 っ て も過言 で は な

い o

　結果 は す で に 述 ぺ た よ うに ，ヒ メ ネ ズ ミ の 心 室 の

大 きさ は 外気温 の 季節的変動 とは 対照的 に 変化し、

冬季の よ り気温 の 低 い 環境下に 生息 して い る も の は

夏季の もの と比較 し て 全心室重量 左 心 室重量 お よ

び 右心 室重量 と も大 きくな っ て い る こ とが 明 らか と

な っ た （表 1お よ び 図 1，2）。 しか し こ の 結果は 調

査 の 性 質 上 ，あ くま で も各 心 室重量 の 平均値 を もと

に 捕獲時・期 の ち が い に よ る 変動 を み て い る の で あ っ

て ，各 個体に つ い て の 変 動 を 追 求 した も の で は な

い
。 し た が っ て ，各個体 の 心 室重量 が は た して 側 々

の 生 活史の 中 で 同様な季節変動を 示 す もの で あ る か

否か に つ い て 詳細に 吟味す る必要が あ る。そ の た め

に 先ず第 1 に ，低瀛環境 に よ っ て は た し て 心臓は 大

きくな るか 否 か を，第 2 に ，一た ん 大き くな っ た 心

臓 は 生体 を 再び もとの 環境 に 戻 し場 合，心 臓 もも と

の 大 き さ に 回 復す る か 否 か ，の 2 点 に 問題を整理 し

て 考察 して み よ うと思 う 。

　 1） 低温環境と心臓 の 大 きさに つ い て

　 動物を 低温環境下 で
一

定期間飼育 し，そ の 心臓 の

大き さ を 検討 した もの に ラ ッ トに つ い て は Emery

etal ．（19．4e），　 Ha 】e　 etai ．（1959） お よ び 酒 井

（1975）の 報告 が ，ま た リ ス ザ ル に つ い て は Chafピee

et 　al ．（1966） の 報告が あ る 。 それ らに よ る と．動

物の 種類 や 低温 の 条件な どに よ り程度 の 差は み ら れ

るが ，い ずれ も低温環境下 で 飼 育 した も の は 対 照 群

に 比 し て 心 臓重量 が 大 きくな っ て い る。ま た 野 生 哺

乳動物 に つ い て ， 生息地 の 緯度 と心 臓 の 大 きさ と の

関係 を み る と ， よ り北方 の 寒い 地方に 生 息す る も の

程 心 臓重量 は 大 きくな っ て い る （Quiring， 1946 ；

酒 井 ， 1974）。 し か し例外と し て Quiring（1951）
の ハ タ ネズ ミに つ い て の 報告では む しろ 南方に 生 息

す る も の の 方が 大きな値を 示 して い る が ， こ の 報告

は 標本 の 捕獲を 北 の もの は 8 月 に ，南 の もの は 9 ・

10月に 行 っ て お り捕獲時期 の 違 い に 問題が あ る よ う

に 思 わ れ る 。 以上 の よ うに 低撮環境と心臓 の 大 きさ

との 関 係に つ い て は ，一
般 に 低温に よ り心 臓 は 大き

くな る と 言え よ う。そ して こ の こ とは今回 の 結 果 と

も
一致 し て お り，低温環境 に 対す る 血液循環 を 中心

と した 適 応 形態 と し て 重要 な 意味 を持つ もの と思わ

れ るe

　 2）　 肥大 した 心臓 の 回復 に つ い て

　一た ん 肥大 し た 心 臓 は 生体 を 冉 び も と の 環境 に 戻

した 場合，そ の 心臓 の 大 ぎ さ も回復す るか 否 か で あ

る が ，こ の 問題 に 関連す る報告を 整理 して み る と次

の ご と くな る 。
Van 　Liere　and 　 Sizemore （lg71）

は ラ ッ y を 用 い て 甲状腺 ホ ル モ ン を 投 与す る こ と に

よ り心 肥大 を 確認 し，そ の 後ホ ル モ ン 投与を止 め て

か ら肥大 した 心臓 は 経 日的に 対 照 値に 尿 る こ とを 明

らか に し た 。 そ して こ の 時間的経過 は 13日 目で 対照

値 とな り，以篌は 対 照 群 と 同 じ変化を示 し て い る 。

また ，Sizemore　 et 　 ai ．（19．　73） は ラ ッ トを用 い て

低圧曝露に よ り心 肥 大 お よび右 心 室 肥 大 を 起 こ さ

せ ，そ の 後曝露を 中止 す る と ， 肥大 し た 心臓 は 経 日

的 に 対照値 に 近づ き，回 復の half　time 　6．7日で あ

る と述 べ て い る 。 ま た，Ha 】letai ・（1953）は ラ ッ

b を 用 い て 人 工 的 高血 圧 に よ り心 肥 大 を起 こ さ せ 口

以 後 こ の 高血 圧 を 解除す る と完全 ま た は 部分的に 心

肥大 の 回 復 が 見 られ る こ と を述 べ て い る 。 ま た

Arutyunov （1966）は ウサ ギ の 動 脈 を狭窄す る こ

とに よ り心肥 大 を起 こ さ せ ，そ の 肥大 と回復過程を

組織化学的に 検討 し て い る。そ れ に よ る と ， 心肥大

は 筋縁維核 の 大 きさ，核 の 含 量お よ び DNA 量 の 増

加 な どに よ っ て お り，動脈 の 狭窄を中止す る と こ れ

ら の 変化が 回 復す る こ とを 述 べ て い る 。 ま た B］oor

and 　 Papadopoulos （1969＞ は ラ ッ トを 用 い て 還動

負荷 に よ り心 肥 大 を 起 こ させ ，そ の 回復過程 を 組織

化学的 に 検討 し て い る。そ れ に よ る と心 肥 大 に よ り

増加 した筋線維数は 運動負荷 を中止す る と対照値 に

戻 る こ とを 述 べ て い る。まt； re
ウ ス を 低温環境下 で

飽育 し，心 肥 大 の 起ぎ て い る こ と を 確認 して か ら，

再 び対 照群と 同一環境下 で 飼育 した と こ ろ，心 室の

大 ぎさは 対照 群 と の 間に 差 が な くな っ た （酒井，未

発表）。 以上 の よ うに 何 らか の 方 法に よ り心 臓 に 負

担 を か け る と心 臓 は 肥大 し，そ の 負担 を解除す る と

再 び も との 値に 戻る こ と は こ の 方面 の 多 くの 報告 で

一
致 した こ と で あ る．そ し て 今 回 の 心 室重 量 の 季節

変動 に 関 し て も同様 に 夏 か ら冬に 向 っ て の 外気温 の

減少 と と も に 心室 は 肥大 し，翌 春再 び外気温 が 高く

な る の に 伴 い そ の 心室も小 さ くな る変化 を 繰返 し て
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い る もの と解釈 され る。しか し，沢崎 （1973） の 報

告に よ る と，マ ウ ス の 高海抜環境曝露に よ り生 じた

心肥 大 は 平地 に 回 収後 も永 久 的 な変化 と し て 残 留 す

る と い う。 こ の よ うに 心肥大 の 回 復に つ い ては 必ず

し もす べ て の 報告 で 一致した 結論で は な く，肥 大を

起 こ す原因 や 肥大 の 程度 お よ び 動物の 種 類 な ど 種 々

の 条件 の ちが い に よ りそ の 回復過程 も違 っ て来る も

の と思われ る。今 回 の ヒ メ ネ ズ ミ の 場台，心室重量

は 外気温 と密接 に 関係 して お り，気温 の 季節変動に

対応 し てそ の 心室重量 も変化 して い る と解釈 し て 間

違 い なか ろ う。試 み に 扉峠 の もの に つ い て 外気温 と

各心室重量 との 相関 を検討 し て み る と，全 心 室 重

量 ，左 心 室重量お よ び 右 心 室重量 の 相 関 係数は そ れ

ぞれ 一一・O．76，− 0．69，− 0．86 で あ り明 らか に 気温

と の 間に 高い 相関を示 して い る 。

　 最後に 興味あ る問題は 右 心 室 の 重量 比 の 季節変動

で あ る。図 3 で も示 して い る よ うに こ の 重量 比 は 各

心室重量 の 場 合 と全 く同 様 な変動 を 示 して い る。 こ

の こ と は 夏季 の もの よ り冬季 の もの で よ り右心 室肥

大 で あ る と 言 え る。一般 に 高所環境下に 生息す る ヒ

トお よ び 動物 の 心 臓 に つ い て の 報告は い くつ か あ る

が ， それ ら の 報告に よ る と高所環境に 生息す る もの

で 例外なく心肥大 を示 し，しか も右 心室肥 大 を 示 す

こ とで
一

致 して い る。さ らに ，低酸素環境下 で の 実

験的研究に お い て も全 く同 様な 傾 向を示 し て い る の

で あ る。すなわち、低酸素環境下 に お い て は 酸素分

圧 の 低下 に と もな い ，そ の 適応 現 象 と して 心 肥 大 お

よび 右 心室肥 大 と い っ た 肺循環 器 系 を 中心 と した 生

理 学 的 ，形 態的変化 が 特徴 で あ る。 しか し，今回 の

ヒ メ ネ ズ ミ の 場 合，海抜高度は 一定 の 場所 で 季節的

に 右心室 の 重量比 の 変動を検討 して い る の で あ る か

ら，こ こ で は 低酸素 の 影響は 考え られ ず，外気瀝 の

影響 と い うこ とに な る 。 で は 低温 の 影響に よ りは た

し て右 心 室 肥 大 が認め られ るか 否 か とい うと問題 で

あ る。 こ の 問題 は い まだ 未解 決 とい っ て よ い 。今 回

の ヒ メ ネ ズ ミ で は 明 らか に 冬季の もの で 右心 室肥 大

を示 して い るに もか か わ らず，比 較的近緑種 で あ る

ア カ ネ ズ ミで は
一

心 室重 量 に は 同 様 な変動 が 認め

られ る が 　　全 く こ の よ うな変動 が 見 られ な い （酒

井，未発表）。また 実験 的に ラ ッ F と マ ウ ス を低温

環境 で 飼育 し 比較 し た と こ ろ，ラ
ッ

トは 低温飼育で

心肥大を示 した が ， 右心 室 の 重 量 比 に つ い て 対照値

との 間に 差 が 見 られなか っ た （酒 井，1975）。 し か

し，マ ウ ス に お い て は 低温飼育 で 心 肥 大 を示 し，し

か も右心 室 肥 大 を示 す傾向に あ る （酒 井，未発表）。
こ の よ うに 低温が 右心 室の 重量比 に お よぼす影 響 に

つ い て は 種的特異性 が あ る よ うに も考られ る 、 い ず

れ に し て も，こ の 闘題 に 関 しては さ らに 詳細な検討

が 必 要 で ある 。 今 回 の ヒ メ ネ ズ ミに つ い て は，こ の

右心室 の 重量比 も外気温 の 季節変動 と密接に 対応 し

て 変化 して い る と い え る 。 扉峠 の もの に つ い て 外気

温 と右心室 の 重 量 比 との 相閧を 見 る と 相 関 係 数
一〇・95 で 極 め て 高 い 相関 を丸 て い る 。
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